
  

                                                       

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

 

  

    

 

 

  

 

 

 
《お名前》R・S さん 板橋区大原町より来院 《来院理由》眼の疲れ・頭痛・疲れやすさ  
元気な友人がひかり整骨院に通っているとのことで、興味が湧き来院しました。 

眼の疲れが取れて行き、脳がリラックスしていく感じがありました。 

翌日に心地よい眠気がありました。これは好転反応によるものだと思いました。 

頭痛（緊張型および片頭痛）で酷い時は一週間に一度内科に通っておりましたが、格段に頭痛

の回数が減って行き、また心身共に元気になっていきました。院長はとてもユーモアに溢れた

方で親しみやすいです。スタッフさんも丁寧で院の雰囲気はとても広くて清潔感があります。

また、通院を強制されないのでとても通い易いと感じております。 

従来のイタ気持ち良さを追及する治療ではないので、何か生活の質をもっと高めて元気に過ご

したいと考えている家族や友人、お客様に紹介したいですね！  
＜院長より＞ 精神的にかなり辛い症状と眼精疲労でおみえになった S さん。 

ひかりに来る前まではかなり強い刺激の施術を受けていました。強い刺激は気持ち良さや満足

感を得たい人には良いのですが・・・体への負担が大きく、脳へのストレスも増えてしまいま

す。出来る限り少ない刺激で体が変化する方が、細胞が安心して回復してくれますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは！院長の阿部です。ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

いよいよ！待ちに待った春がやってきましたね！寒いのが苦手な私の個人的な気持ちです 

暖かい春の陽射しを受けながら北町を一直線に歩く朝のひと時は力強いパワーを頂けます。 

皆さんにとって春のパワースポットはどこですか？私は・・・ハマスタ（横浜スタジアム）です！ 

人工芝の鮮やかな緑と爽やかなベイスターズブルーのスタンドを見るとワクワクしてきます。 

さらに・・・選手が出てくるときの声援、外野スタンドで感じる少し強めの海風、ベイスターズラガー（ク

ラフトビール）のスッキリした喉越し、周りの人が食べているカレーの美味しそうな匂い 

ハマスタに行くと試合以外での楽しさを五感（視・聴・嗅・味・体）で感じることが出来るのです。 

神社仏閣だけがパワースポットではなく、自分の五感が大喜びする場所がその人にとって一番のパワースポ

ットなのです。春を感じながら、五感のパワースポット巡りをしてみてくださいね。 
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日時：４月１日（土） 
15：４0～17：２0 
場所：北町区民館 

 

昨年末から参加者多数のため、広い会場を確保しました。 

ご家族、お友達もご一緒にご参加いただけます。 

治る体の仕組み・ストレス解消法・元気を溜める呼吸法を 

楽しく体験しませんか？事前予約制です 

体と心との対話を体験「治る体をつくる会」 
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先日、お子さんの入園準備が出来ていない事を考えると焦りで頭がいっぱいになってしまい 

追い込まれる感情から体調を崩されたママさんがいらっしゃいました。詳しく聞いてみると・・・ 

入園準備の期限は2ヶ月先。まだまだ時間があることを分かってはいても 

突然表れる不安の感情に対して体も頭も緊張し呼吸も浅くなってしまったのです。 
 
 

 

院長からの体と心が楽になる、とっておきの情報 

「出来ている事を認める」先々への不安を軽くするためのイメージング法 

今回は頭痛とめまいの症状が出てしまいました。翌日には症状が落ち着き、来院されました。 

そこで、脳の整理を兼ねて自分の出来ていることを再確認していただきました。 

まずは、体と心の連動を知って頂くために腰の前屈検査と腕を上げる時の力の入り具合の検査で確認。 

入園準備が出来ていないことで追い込まれた時の自分を思い出してもらうと・・・ 

何も考えないで行う検査よりも前屈動作が硬くなり、腕の力が入りにくくなってしまいました。 

これは不安により脳が緊張したことで体が硬くなってしまった状態を表しています。 
 

次に時系列で今回の課題（ストレス）に対する自分の感情を思い出してもらいました。 

・入園が決まった時点で準備が必要だという事が分かっている自分 

・幼稚園から準備するものを知った時の自分 

・何を準備すればよいか？それには何が必要なのか？を書き出している時の自分 

・布を購入している時の自分 

・お兄ちゃんが幼稚園に行った際にも同じ準備を一度経験している自分 

・今後は裁断とミシンかけをすれば終わることを認識している自分 

これだけ自分の中に出来ている事実があったのです。時系列でそれぞれの場面を思い出してから, 

再度前屈と腕の検査をすると、体が柔らかくなり、しっかり力が入ります。 
 

これは自分の脳が出来ていることを認めて、気持ちがリラックスしている状態を表しています。 

まだ起こっていない未来への不安の感情を持っていることは事実ですが、ゴールに向かうために出来て

いる事実を認識したことで脳はリラックスしたのです。 

この方法で安心していただき、脳と体の整理整頓が出来ました。 
 

 実は痛みや不調に対しても同じことが言えるのです。痛みや不調を感じ始めた時と今の状態を比較してみる。 

現時点で痛みや不調がゼロではなくても、少しずつ楽になっている感覚や今までよりも出来ることが増えて

いることを認識する。これだけで脳内の神経伝達物質・セロトニンが放出されるので脳も体もリラックスモ

ードになるのです。リラックスは自律神経の副交感神経が優位になっている状態です。 

副交感神経優位の時は体が緩む、ホッとしている状態です。呼吸が深くなり、血流が良くなるので 

細胞の活性化に繋がることで痛みや不調の回復を早める作用が強くなります。 

このように、痛みや不調への不安によるストレス解消をするには、 

自分の出来ていることを認める事がポイントです。 
 

最後に・・・施術後に「痛みがない、つらくない」という言葉よりも「楽になった」という言葉を発した方

が体が柔らかくなります。なぜなのか？これは感覚的な認識よりも、「らく」という言葉の方が全身が緩み、 

魂・細胞に伝わる言葉なのだと思います。 

言葉には力があります。だから「言霊」といわれているのです。 

痛み・不調・不安はマイナスの自己認識が強くなっている状態です。自分の出来ている事、時間の経過と共

に良い方向に変化してきた事への意識に加えて「楽になりました」を言葉に出して過ごしてみてください。 

今後の人生が好転し、運気がアップしますよ！ 
 

「治る体をつくる会」ではこのような事をお伝えして、体感して頂いています。 

ぜひ参加して、リアルに体感してみてくださいね。体も心も魂も大喜びしてくれます。 


